
【取組内容】 Googleクラスルームをプラットフォームとした情報の集約と共有の効率化

松江市立義務教育学校玉湯学園（島根県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童生徒数約7６0名、教職員数約60名と大規模校であり、前期課程と後期課程では生活時程が異なることから、情報
の集約や情報共有に課題があった。Googleクラスルームをプラットフォームとした情報の集約と共有の効率化をはかった。

会議室等の特別教室
の空室状況と予約

昨年度から、クラスルームを授業だけ
でなく校務でも活用し、スムーズな情
報共有につなげている。
とくにスプレッドシートを用いた日報は、
教職員からの伝達事項欄を設け、共
同編集機能で、各自の端末から「いつ
でも」「どこからでも」入力と確認ができ
るようになっている。
この日報は、職員室の大型モニター
３台に映し出し、非常勤職員等、校
務パソコンが支給されていない職員も
見ることができるようにしている。この日
報に、さまざまなリンクを貼ったり、会議
室等の空き状況や予約欄ができたり
等、職員のアイディアで充実してきてい
る。

日報による情報共有が進んだことで、職員朝礼も週３回から週１回へと減らすことができた。


	スライド 1

